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 シューマン共振は、雷や太陽風などによって励起された電磁場が地球の電離層と地表の

間で空洞共振を起こす現象であり、その典型的な周波数は 7.8 Hz, 14.1 Hz, 20.3Hz , …, 振

幅は 1 pT/√Hz 程度であることが知られている。これは地球上の離れた観測点の間でもコ

ヒーレンスを持つため、地上での重力波観測(特に背景重力波探索)の際に問題となる雑音

である。KAGRA は岐阜県飛騨市神岡町の地下に建設された日本の重力波望遠鏡であり、

アメリカ(ハンフォードとリビングストンに各 1 台)の LIGO およびイタリア(ピサ)の Virgo

とともに国際共同観測(O4)を実施する予定である。 

 本研究では、シューマン共振磁場に感度のある高感度 1 軸磁気センサー(Metronix 

MFS-06e) 4 台を用いて KAGRA の地下実験サイトおよび地上の様々な場所での環境磁場

測定を行い、場所・時間による特徴づけや今後の常時観測に向けた設置ヵ所の検討を行っ

た。さらに観測された磁場データに対し理論モデルによるフィットを行い、パラメタの相

関や時間変動などを評価した。本講演ではこれらの結果を報告する。 

 

 

図：地下(左)および地上(右)におけるシューマン共振磁場測定の様子 


